






「超高齢・人口減少社会の到来 ． 展望・課題・対応 －」
国立社会保障・人口問題研究所
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１９６０ １９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００
年次
資料：ＣｏｕｎｃｉｌｏｆＥｕｒｏｐｅ， ＲｅｃｅｎｔＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓｉｎｔｈｅＭｅｍｂｅｒＳｔａｔｅｓｏｆｔｈｅＣｏｕｎｃｉｌｏｆＥｕｒｏｐｅ， ２００１．
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′ 老年人口′ 歳 ヒ（６５ 以上）
後期老年人口
（７５歳以上）
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厚生省人口問題研究所入所（１９７１年）， 同研究所国際科長， 政策科長， 人口資質部長，
人口政策研究部長を経て１９９３年より同所長．
１９９６年の国立社会保障・人口問題研究所の発足にともない副所長，２０００年より同所長
東京大学客員教授（１９９７～９９年）
社会保障審議会委員（２００１年～）
など
論 文
「社会保障構造の在り方を考える有識者会議」（２０００年）委員
国際人口開発会議（カイロ会議）日本政府代表（１９９４年）
国連人口開発委員会議長（２００１年）副議長（２００２年）
日本人口学会副会長（２００１年～）
国際人口学会・米国人口学会・日本統計学会・日本社会学会会員
『現代人口学：少子高齢社会の基礎知識』（日本評論社２０００年）
編著『先進諸国の人口問題：少子化と家族政策』（東大出版会１９９６年）
共編著『人口変動と家族』（大明堂１９９７年）
共編著『ジェンダーと人口問題』（大明堂２００２年）
「カイロ人口会議の意義一新行動計画とその有効性」（『人口問題研究』１９９４年）
「社会人口学」（大明堂１９９６年）
「親子関係からみた家族変容の行方－核家族化か個族化か－」（毎日新聞社１９９６
「人口学からみた少子化問題－少子化と家族政策」（日本精稗衛生学会誌１９９６年）
「「少子化」に関するわが国の研究動向と政策的研究課題」（『人口問題研究』１９９
「日本の超少産化現象と価値観変動仮説」（『人口問題研究』１９９７年）間
「人口・家族政策の展開と有効性」（大明堂１９９８年）
「先進国の人口に対する妨げ」（大明堂１９９８年）
「ジェンダー統計の現状と課題一人口問題との関連で一」（東大出版会１９９９年）
「少子化対策－何が求められているか－」（毎日新聞社２０００年）
など．
年）
７年）
